
20 20NORAの山仕事
間伐や除伐が進み、森の中には太陽

の光が入り林床も明るさを増してき

ました。今年からはロゴソールで太

鼓落とし材も製作することになり、

保管材の種類も豊富になります。

　

竹を活かす山仕事
（東京ガス（株）「森里海つなぐプロジェクト」）

減少傾向にあった参加者も、徐々に増

えてきて賑わいを戻しつつあります。

横浜市内で整備できる真竹林を探して

います。管理でお困りの方がいらっ

しゃいましたら、ぜひご紹介ください。

　

よこはま里山レンジャーズ
（認定NPO法人自然環境復元協会）

レンジャーズ隊員とともに横浜市内

のフィールドを訪問し、里山保全活動

に参加しています。2 月から 6 月まで

活動を休止しましたが 7 月から再開

しています。

　
里山保全ボランティア安全
技能研修 (緑の募金、（株）かんぽ生命保険)

　　

安全技能研修の集大成として手道具と
ロープワークで伐木を行うための
研修を実施しました。7月からは「都市
の里山資源の活用推進」の活動を新た

に開始しました。

まちの近くで里山シゴト
づくり（横浜市、（株）かんぽ生命保険、
緑と水の森林ファンド）　

「モリダス」と共催で、オンライン自然
観察会を学ぶワークショップ、手道
具で安全に木を倒すためのステップ
アップ研修、web 動画制作オンライン
ワークショップを開催しました。

　

森と畑と音楽と
畑の規模拡大、拠点づくり、珍しい「香り

米」の栽培、案山子等、次につながる

新しい取り組みがスタートしています。

農薬・化学肥料を使わないで栽培した

ササニシキ美味しいですよ！

　
野菜市でつなぐ農と人
「みんなのしあわせは、おいしさの先

に！」新スローガンを考えました。

みんなでおいしい作物を作り、料理し、

食べ続けられるしあわせを！

　　　

神奈川野菜の食事会
2005 年から始め通算 140 回以上に。

季節の、身近な、誰が作ったか育てた

かわかるおいしい農産物を料理して、

これからは丁寧に大切に、次の世代

へ伝える気持ちで続けたい！

もったいないから竹細工
（東京ガス（株）「森里海つなぐプロジェクト」）

コロナ禍のために、定員数を半分にする

など、対策を講じて実施しています。

リニューアルされた「はまどま」には、

作品の展示スペースを設けましたので、

見学だけでもぜひお越しください。

　

はまどまで土間仕事
季節の手仕事を大切にしたいという思

いから始めた「はまどまで土間仕事」。

川口糀さんとの味噌づくり、梅仕事や

シソジュースなど、神奈川産の素材を

使った保存食づくり等をご一緒に。

 

はまどま手習い塾
教わるというよりは、共に作って

いく…。天然香原料を使用したお香

づくり、神奈川産の食材を使った

薬膳料理やスイーツづくり。新た

にスパイスを使ったワークショップ

なども！

　里山の恵みと伝統文化に
出会う上映会（郷土映像ラボラトリー）
　

新しい時代に向かって見直したい

暮らし方、生き方…。今こそ先人

たちの息吹が感じられる映像の

持つ力を大切にしたい。「宝物」の

映像の数々です。

　

『食べもの通信』読者会
　
創刊 50 年、家庭栄養研究会編集

の月刊情報誌をテキストに、食べ

ものだけでなく身のまわりのあれ

これを学び合う。リモート参加は

赤ちゃんがいても安心！

　

はまどま諸々
月に２回、はまどまを地域に向け

て開く「はまどま OPEN ！」。蒔田

公園で自然に触れる屋外での

OPEN も開催。少しずつ、ご近所と

のつながりが結ばれつつあります。

　
旬の里山探訪
にいはる里山交流センター主催の

観察会の PR 協力をしています。

毎月第 1水曜（1月・8月休み）に

新治市民の森や近隣の森歩きを

楽しんでいます。コロナ禍で春夏は

中止し、9月から再開。


